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これ は,小 林多 喜二伝(34)で ある。1)東京 時代 は,1931年11月初 よ り以前
であ る。
1解 職
「不在地主」の資料は彼が銀行で収集 したものといわれている。 しかしそれ
1)前稿への追加。若竹町の2階 で撮った多喜二の有名な写真がある。それは夏であ
る。写真の中で彼の手元 にある雑誌 は,『戦旗』1929年4月号,第2巻4号,通
巻24号,山本宣治特集号である。(琴坂)
〔1〕
2 商 学 討 究 第52巻第1号
は考えられない。
「うちの行員が左翼小説を書いている」と,ある重役の娘が騒 ぎだしてか ら,
重役間の問題 として表面化 していった。それまでは大 目に見 られていた業務の
寸暇の小説書 きに,上 層部の目が追い詰めるように感 じられた。
ある日,彼が部厚い本をち ょっと見ていた机に,つ かつかと宮口真支店長が
近寄ると,物 もいわずにその本を取 り上げて,は っしとばか りに床に叩きつけ
たのである。唖然 とする周囲のオ ドロキの 目。2)
『中央公論』に 「不在地主」が掲載 されて,こ こに初めて北海道拓殖銀行最
高幹部の問題 となった。激怒した副頭取か ら直ちに支店長に電話が掛けられ,
即刻の処置を迫った。肝心の支店長は案外 「燈台もと暗 し」であったから,あ
わてざるをえなかった。結局,銀 行では円満な善処を希望 した。 しかも大事を
とって直接の言い渡しなども避けることになった。色々の事情 を考えた結果,
その交渉のお鉢が帖佐猛に回って きた。帖佐は,大 正11年の高商卒業生である
から,多喜二の少 し先輩である。この時,同 じ拓銀に勤めていたようである。
帖佐は,夕 刻多喜二と二人だけで ミルクホール 「自養軒」で懇談 した。多喜
二の態度は,帖 佐が予期 したように立派 なものであった。対談の中心は,も っ
ぱら,母 親がこの退職を知ったときのショック,悲 しみをいかにするかに絞 ら
れた。多喜二は帖佐の立場 も了承 し,また帖佐 も多喜二の気持 ちになって善処
することを約束 して別れた。
その時,帖 佐は,多 喜二が親を思 う心が特に篤かったのをその時はじめて知
って,感 に打たれたものであった。3)
多喜二は,拓 銀を昭和4年11月16日に解雇された。
拓銀小樽支店では,小 林は人気者で,上 下から好かれていたので,や めた時
多喜二の手紙からの事実 として,1929年8月30日,ただ今,労 働組合の再建の
仕事 などしている,と ある。
2)和 田 克己,稿,『 緑丘』30ページ。
3)帖佐,稿,『 緑丘』。
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は,支 店長がだいぶ悪役 にされていたそ うである。小林の口か ら友人野ロは再
三そう聞いた。
銀行を追われることになった彼のために,同 僚たちによって送別会が開かれ
た時,一 人残 らずみな参加 した。そこでいろんな激励が,特 に小林の今後に多
大の期待をもっているという意味の挨拶が,そ の同僚たちから述べ られた。
重役や課長なら兎 も角,一 社員の送別会へ,全 部がこんな熱意を以て,一 様
に惜別の情をみせるということは一寸,例 のないことだ。殊 に,危 険思想云々
で,い はば睨 まれて誠首 された小林だ。そんな一事実からも,彼が平常,行 内
のみんなか ら一様に親 しまれ,ど んなに尊敬されていたかがわかる。4)
多喜二は拓銀 を辞めるとき,男の送別会 と女の送別会と2つ やってもらった。
ほとんどの職員が出席 した。多喜二は銀行の送別会で,職 を失ったので,こ れ
か らは作家活動一本でゆかねばならない,と 言った。
「不在地主」執筆で,助力 した銀行の同僚 ・織 田勝恵は,多 喜二が銀行 を追
われて,二人 きりで,別れの食事 をした。恋愛関係はなかった,と本人が言 う。
多喜二は,助力のお礼に反物 を織田に贈 った。かの女はそれを羽織に仕立てた。
織田が多喜二から貰った羽織 は,娘 時代にふさわ しい桃色の羽織だった。(田
中孝氏手紙)
2彼 はなぜ,拓銀を首になったのか
小林多喜二が北海道拓殖銀行を解雇されたのは,『不在地主』が原因となっ
た,と される。 また多喜二本人 もそういうことを言っている。
だが,そ う簡単ではない。 もちろん 『不在地主』の発表がその一つの原因に
なっていることは確かである。銀行の重役の娘が,「うちの銀行員がプロレタ
リア小説を書いている」 と言って,騒 ぎだし,それが問題になったというので
4)山 野,稿,『 小 林 多 喜 二 を 回顧 す る(二)』10-11ペ ー ジ。
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ある。
実際は,そ れだけではなく,それは,大 きな流れの中の最後の一つである。
彼は1929年11月16日に解雇されたことになっている。「依願退職」である。
「依願退職」 とい うのは,銀行が解雇 したという形をとらない,一 つの形式で
ある。
彼が解雇 される直接の初めの時期および理由は,1928年3月の,有 名な三 ・
一五事件の直後である。彼が 「戦旗」に加わったことである。
これをす ぐさま小樽警察は察知 した。そして銀行に直接,小 林多喜二の顔を
覚えさせるために,刑事 を派遣 した。この刑事 は,首 実見といっていた。これ
はもちろん,職 場の上司 に連絡があって,上 司もそれを認めたはずである。
銀行 はカタイ,と される。左翼を行員に置いてお くわけにはゆかないのであ
る。この時点で,多喜二の存在は銀行の上層部で問題になっているはずである。
解雇は時間の問題であった。
この件の後,時 々,刑 事が銀行に来たし,多喜二の家にも来た。多喜二とし
ては,こ れでは全 くマズイのである。
多喜二の小説 『不在地主』(『小林多喜二全集』第2巻 所収)の ネタになった
磯野小作争議事件で,多 喜二が拓銀の磯野側の資料 を,争議側に渡 したという
伝説がある。それが原因 となって解雇 された と,暗示する説 もある。資料 を渡
した というのは,多 くの伝記や研究で述べている。嶋田さんもその噂を言って
いる。 しかしこれは,疑 問である。
第一に,銀 行員には,特 に高名な銀行では,企業秘密を外部にもらす ような
ことはさせず,教 育によってしっか り教え込んでいる。とりわけ幹部候補生は
そうである。
第二に,多 喜二のように真面 目な銀行員がそんなことをするとは思えない。
辞めるつ もりであれば,そ んな危 ない橋を渡るか もしれないが,磯 野争議の時
に,多 喜二は銀行を辞めるつ もりはなかった。いや,ず っとやめるつもりはな
かった。
第三に,時期的に重要なのだが,磯 野争議の時,昭 和2年 には,多 喜二はま
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だ実際運動にあまり深 くかかわっていなかった。磯野争議の時に,多 喜二がそ
れほど,争 議側に援助 しようと決意 していたとは,思 えない。
この問題 を,違 った観点で見てみよう。磯野について拓銀が資料 を持ってい
たことはあ りうる。だが,拓 銀の持っている資料が,争 議側に役に立つ とはか
ぎらない。銀行が磯野の経営状態が問i接的に分かる材料 を持っていたか もしれ
ない。磯野が銀行に多大の融資を受けていた場合である。そうすれば,磯 野の
資産,借 金額,財 産,資 金,そ の他が分かるであろう。それ らはしか し,直接
に,小 作料問題にかかわるとは思えない。 まして磯野が拓銀の株主であったと
しても,株主の経営状態 を銀行は知らない。
そこで,磯 野争議の時に,多喜二が銀行の資料を渡 したというのは,伝 説に
す ぎず,噂 であ り,事実ではないのではないか,と 私には思える。話 としては
面白いので,作 り上げられたのではないだろうか。あるいは,銀行側が後年流
した噂ではないか と,疑 うこともできる。そちらの方があ りうる。
多喜二の作品が 『中央公論』に出たか ら辞めさせたというの も,不 自然であ
る。 『戦旗』 に小説が2つ も載って,多 喜二は有名 になっていた。『戦旗』は買
いにくいという状況があったが,買 えないわけでもない。それに発行部数は相
当多かった。だか ら銀行側は必ずや知っているはずである。
重役の娘が騒 ぎだ して問題になった とい うのも,不自然である。「中央公論」
で出た名前を,ど うして重役 の娘は,う ちの行員だと知ったのであろう。多喜
二はたかだか小樽支店の若い一行員にす ぎない。娘が知ったとすれば,す でに
前 もって知っていた と見るべ きであろう。
解職理由として,「中央公論」にプロレタリア小説 を載せたことは,法 律的
には理由にならない。銀行はしたがって,内 々に済ませ ようと思った。「中央
公論」は,れ っきとした雑誌で,有 名雑誌である。左翼から言わせれば,ブ ル
ジョア雑誌なのである。『戦旗』でさえ,そ れ自体は合法出版誌である。時々
発禁処分を受けてはいたが。実は,銀 行内に有名左翼小説家がいる,と いうこ
とが銀行で問題になったのだ。経済界で信用問題 になるだろうと,銀行幹部は
思った。だが,ま ともには首を切れない。
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前後の構造 として,内 々に銀行は噂を流 した可能性がある。多喜二が磯野反
対運動派に情報を流 したという,銀行員としてキズになる宣伝である。 しか し
そ ういう事実はないのだから,お おっぴらには銀行側はそれは言えない。
結論 として,拓 殖銀行は,す でに多喜二を辞めさせようと考 えてか ら,う ま
い ぐあいに,1年半後 に,言い含めて,彼を辞めさせることがで きたのである。
3失 職 し て
姉 ・チマは言 う。
「拓銀をやめさせ られた時は,せっかく月給取 りになって母を喜ばせた
親想いの子で したからね,や めなきゃならないことを母に知 らせ るのが,何 よ
りもつ らかったらしいんです。」5)
友人 ・島田正策は言 う。「やめなければな らない,困 っているんだというこ
とを手紙で書いてきました……」
多喜二は,母に知 らせるのが大変で,毎日銀行に出ているようなふ りをした。
島田は続 ける。「あれは磯野農場の小作争議に応援 した……情報を流 したんで
すね,」6)島田もそう思い込んでいる。
山野は書 く。
小林のお母さんは好いお母 さんだ。それだけに彼の母思いははげしかった。
「不在地主」の発表も一つの動機 となって彼は銀行を逐はれた。彼はその日,
早速やって来て,「困った1困 った1」 と連呼 した。以前から噂はあつたが,
小林もい よいよ首或首になつたなあ,し かし,い ざとなると案外,小 林 も腰が弱
いそ,と 思った。だが,彼 がそんなに困っているのは餓首になつたそのことで
はないのだった。「俺の口か らは どうしても母に云へないのだ」 と彼は途方に
暮れた顔をして云った。彼のそうした気持ちが私の胸 を激 しく揺つた。彼を慰
5)『北 方 文 芸 』1968年3月 号,47ペ ー ジ。
6)『北 方 文 芸 』1968年3月 号 。
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める言葉に窮 した。暫 くして,やつと 「自然 に分かることだ。それまで待つ さ」
と,平気 を粧って彼 に云った。翌 日彼に会ふ とす ぐ 「お母さんに話 したか」と
訊ずねた。彼は 「とても俺の口か らは云へ ない」 と答えた。
その翌日も二人は,同 じことを繰 り返した。彼は首或首になっても,毎朝,洋
服を着,恰 も銀行へ出勤するかのように,平 常 と変わ りなく,時間通 りに汽車
にの り,銀行へは行かずに,我 々の ところへやつて来た。7)
武田逞は書 く。
拓銀 をクビになった時,「何か売って歩 くかなあ,行 商でもするかなあ」 と
真剣に武田に言っていた。で もあれだけ名声が出たか ら,「作家活動に入れば,
食うに困らない じゃないか」と言ったが,「継続的な収入 じゃないんだし」と,
やはり経済的な心配をしていた。8)
島田には,「島田さん合作 しようじゃないか」と言ったことがある。「とて も
そんな能力ない」 というと,「そんなんじゃ困る」 という調子だった。9)
母 ・セキは言 う。「銀行で首になった 日,寝ていた私 を起 こして 『お母さん,
面白い話 をするから』 という元気な奴だった……」
小林から二度,島田に手紙が来た。二度 目には,「自分の書いたもののために,
銀行を くびになった。これから,母 や家族を抱えて どう生活 を立てて行った ら
良いか,苦 しい立場 に置かれているが,頑 張る積 りである。今度の作品で,自
分の作家としての地歩が出来た。 しかし,自分は,他 の作家のように東京に出
て,作 家気取 りはしない……」 とあった。
島田に,「「不在地主」が問題になって,重 役会では小林を銀行で雇ってお く
ことができないということになった」 と言っていた。
これらか ら,こ ういうことが分かる。まず,多 喜二が母親を心配させ るのが
7)山 野,14ページ。 山野は小樽のナ ップ仲間である。
8)『北方文芸』1968年3月号。
9)『北方文芸』1968年3月号,58ペー ジ。
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困ると思っていたことは確かだろう。だか ら,多喜二は解雇されても,相当の
問,銀 行 に行っているふ りをして,母 親に言わなかった。
母が言うように,「銀行で首になった 日,寝ていた私を起 こして 『お母 さん,
面白い話をするから』 という元気な奴だった……」 とあるが,こ れは銀行で首
になった日ではない。何 日か後である。だが母はそう思った。多喜二は,考 え
あ ぐねた末,決 心 して,「今 日,首 になった」 と言ったのだろう。元気を装 っ
たのである。母を心配させ まいとしたのであり,自分が しょげていてはよろ し
くない。
一方で,彼は経済生活を相当心配 していた。島田と合作 しようと言ったのは,
経済問題であろう。2人 で書いて,た くさん書ければ,そ れだけ収入があがる
と踏んだのである。多喜二は,昔 同じく新聞社を辞職 した石川啄木とは,全 く
センスが違 っていた。彼の経済生活への心配が どれほどであったかは,次 の野
口の話からもわかる。
野口は言 う。
多喜二は,解 雇されてか らは,毎 日のように会っていた野口七之助に,糸 が
切れた ようにぶっつ り音沙汰無 しとなった。
野口は,小 樽図書館に勤めていた武田と会っていたが,
「ナー二,心配することないよ。あいつはタフなんだか ら,元気で何か書い
てるんだろう」 というばか りで,武 田は一向気に掛 けない。
「いや,そ うじゃねえな,ぼ くはどうも怪 しいと思うな」
「大丈夫だったら。あいつはいまや 日本の作家になったんだ。悠々としてる
よ。」
しか し野口は,あ る日,こ っそ り若竹町り小林の家を訪ねてみた。いってみ
ると,小林は寝巻のままで,寝 ころんで本を読んでいた。
多喜二の母や妹たちは,野 口をとても喜んで迎えたが,肝心の多喜二は,「何
しにきたんだ」 といわんばか りに,笑顔 も見せず,声 もかけず,黙 って本 を読
んでお り,起 き上がろうともしない。
野口はす ぐ胸にぴんときたので,一 向平気で,多 喜二の方など見向 きもせず
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に,お母 さんたちを相手に陽気に話かけた。
「野口さん,ほ んとによく来て くれましたよ。銀行をやめたら,も う内の者
に話もしないで,病 人みたいに寝ころんでばか りいるんです よ。身体にさわる
から,と いって も,外へ一歩 も出ないんですよ」
野口は,何 か訳のわか らないことをいって,家 中をひびかせて笑いだした。
「もう小林は日本中に有名なんだ。銀行にいた ら,それこそみっともないよ」
なにしろ景気のいいことをいったが,多 喜二は日頃の元気はどこへや ら。髭
だらけの蒼い顔をして寝 ころんだままであった。
野口は,こ う考えた。
小林 はあくまで 「人気作家」ではなくて,単 なる 「失業者」であったのだ。
商業学校出身者なので,サ ラリーマ ン根性が身体の奥深 くしみこんで しまい,
自由職業人にはなりきれないのであった。それがよくわかるので,野 口にはお
か しさが込み上げて,ど うしても笑いをとめることがで きなかった。
世間の人に顔を見 られるの も恥ずか しが り,友人に会うのも気が引けて,家
の中で涙 ぐんで引っ込んでいる実直な銀行員の失業者が,い まや日本中を沸か
せている輝かしいプロレタリア作家の実際の姿だとは,お そ らく誰一人 として
想像 もつかないことであろう。だから野口はおか しくて笑ってばか りいたので
ある。笑わずにい られなかった。
しまいにとうとう小林 も笑いだした。一緒 に食卓についた頃は,家 族のいう
何 日ぶ りかの多喜二の笑顔 を見た。そ して一層,野 ロの訪問を家族は感謝 して
いた。10)
こういうわけで,小 林多喜二は失職 して大いに生活の心配をした。 これは当
り前である。彼は一家の生活の支えになっていたか らである。彼が母思いであ
って,母 に告げるのに困ったというのも,事 実である。しか し失職 して困った
のは母の問題だというのは,小 林のポーズである。実際は生活問題に困ったの
10)『緑 丘 』28か ら29ペ ー ジ。
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である。そうい うことは,あ まり伝記で書かれないことになっている。 しか し
書いたとして も,小林多喜二 を低 くすることにはならないだろう。
4「 工 場 細 胞」
昭和2年 の金融恐慌 に,1929年の世界大恐慌が加わった。
12月18日か ら,多喜二は,「改造」 に約束 して,「工場細胞」に着手 した。11)
「不在地主」で農村 を描いたので,今度は工場である。友人 ・伊藤信次が北海
製缶 に勤めてお り,その話を聞いた。北海製缶は,小 樽の運河辺にあ り,日魯
漁業の出資会社で,作 られた缶は,鮭 ・鱒漁業や蟹工船に送 られていった。
北海製缶は,小 樽で トップ企業であった。北浜橋のコンクリー トの工場であ
った。北海製缶の運河沿いのその建物は,大 正10年北洋漁業の缶詰工場 として
発足 した。現在その隣…にある製缶工場は,昭 和6年 に完成 した,だ か ら多喜二
は見ていない。
小説 「オルグ」や 「工場細胞」の金菱製缶 は,北 海製缶である。北海製缶の
守衛 さんは三角さんといい,大正末期か ら勤めていて,伊藤信次 を知っていた。
大正末期か ら昭和初期 にかけて,こ の会社は,「キャン倶楽部」 という社内誌
をだしていた。伊藤はよく詩や小説や感想 をそこに投稿 していた。工場長は野
沢 といい,リ ベラリス トで,伊 藤の才能 と人間を愛 し個人的にも面倒を見た。
重役の1人 は阿部さんといった。12)
1930年になった。多喜二は自宅を離れて執筆 した。2月 に,山 のたった1軒
の温泉宿で執筆 している,と 手紙 を書いている。昆布温泉であった。作品 「工
場細胞」で,中 島鉄工所が,岸 鉄工所になった。1930年2月28日に書留小包で
「工場細胞」の原稿を送った。
11)手塚,下34ペ ージ。
12)風間六三 「小樽 にて」(『北方文芸』1972年7月)。
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5上 京にむけて
武田逞 と多喜二 らの最後の仕事は,同 人誌 『新機械派』の編集 ・発行であっ
た。これは多喜二が解雇 されてその翌年5月 に上京する間の3月 に出版 されて
いる。これは創刊号だけで終わった。
多喜二は上京 を考えた。かつては,初 め,若 い時に,多 喜二は上京 した くて
仕方なかった。だが,そ の後,在 樽 ・在北海道作家 としてやってゆこうと考え
るようになった。 しかし拓銀を解雇 されて,経 済的には生活のあてがな くなっ
た。小説家 として生活するには,当 時東京へ出る方がよかったのである。
小林多喜二が上京 したのは,東京で文学活動をすることが目的だったが,こ
の問題に関連 して,武 田逞の 「地方文学をめぐって」をとりあげよう。
武田は言う。「小林多喜二は小樽の銀行員時代に 『クラルテ』 という同人雑
誌を主宰 していて,幾つかのす ぐれた作品を書いたが,当時,彼はいわゆる 「中
央公論」作家になることを夢想 し また東京へでたがって もいて 転出するべ く
運動なども試みたのであるが,プ ロレタリヤ作家として立ちあがるや,案 外に
早 く彼の 日ごろの夢想が実現 したのであった。小樽にいなが ら東京のジャーナ
リズムにむかえられたのであった。『戦旗』にのった 「一九二八年三月十五 日」
や 「蟹工船」は別にして,一 般ジャーナ リズムとして 「不在地主」を 『中央公
論』に,「工場細胞」 を 『改造』 に,「暴風雨警報」を 『新潮』に,矢 つぎ早に
一流誌に作品を発表 した。 この地方から中央文壇 をゆりうこか した小林の存在
というものは 「空前絶後」 といっていい ぐらいに花ぱなしく劃期的なものであ
ったが,そ れにしてもプロレタリヤ文学運動の勃興期に際会したという特殊的
な条件 を考慮にいれなければなるまい。 しかし,それはそれとして,プ ロレタ
リヤ作家の任務 として,地 方に腰をおろして地方のプロレタリヤ運動の一翼を
担うのが本筋だとおもわれたのに,特 に彼ほどの作家的力量と作家的地位 をも
ってすれば,い まさらブルジョ作家に真似て東京進出を試みるにも当るまいと
思われたのに,彼 は以上の三作を書 き上げるや,上 京 し,やがて母や弟 を小樽
か ら呼びよせて東京定住に腹をきめたのであった。この事実は何を暗示 し,何
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をわれわれに示唆 しているのであろうか。彼の東京進出には,た んなる作品活
動ばか りではなしに,中 央にあって文学運動の指導的な役割をはたそうとする
一種の政治的なふ くみがなかったとはいえないし,ま た銀行が くびになって将
来の経済的安定を失ったことから,いやでも東京ジャーナリズムに身をよせな
ければならなくなった事情なども考えられるのであるが,も っと根底的なもの
として,作 家 として一生 をつ らぬこうとする文学的情熱が文化地盤をもたない
地方になが く足踏みできずに,その情熱のはけ口を東京に求めたことであろう。
小林が文学青年時代にえがいた夢を実現 してくれたのは,彼 が幼年時代か ら住
みなれた世界のどこよりも好 きだった小樽ではない。彼 くらい小樽を愛しつづ
けたのもめず らしかったが,そ の小樽が彼の文学的情熱を東京へ追いやったの
である。つまり彼の場合,小 樽を愛することがそのまま彼の文学的情熱 とはな
らなかった。それはまった く異なった二つのものであった。」13)
「……文化や文学は 一面は地方的なものを土壌 として持つけれど,そ の性
格 は個に徹 しながらあ くまで普遍に通 じて初めて価値づけられるものであるか
ら 文化や文学には地方主義 にたてこもることの誤 りであるのは明かで論 をま
たない。」「いまか りに地方主義文学 というものが成 り立つ として も,その文学
的価値づけは世界文学の,す くなくとも日本文学の最高の,少 なくとも日本文
学の最高水準か ら行われねばな らないもので,地 方というハ ンデキャップに便
乗 して,狭 く,浅 く,安易に流れることなど 些か も許されない。」
「地方文学が成 りたたない要因の一つとして,日本における特殊的なジャー
ナリズムをあげなければならぬ。一口に日本のジャーナ リズムといっても,じ
つは東京 ジャーナリズムのことであって,東 京以外 にジャーナリズムがあろう
ともおもわれない。」「……地方のジャーナリズムは 東京ジャーナリズムに依
存 して その寄生虫的な役割 しかはた していない。」「東京ジャーナリズムが日
本のジャーナ リズムに君臨しているのは,それだけの存在理由があるか らであ」
る。「つま り東京の性格 というものを考 えてみればわかるように,ジ ャーナ リ
13)中津 川,262-3ペー ジ 。
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ズムだけが東京中心なのではない。政治,行 政,経 済その他あらゆるものの全
国的な中心が東京にあって,全 国へのキー ・ポイン トをしっか りと握ってい
　
る。主導力が東京にあって,そ の支配と影響のもとに地方というものが派生 し
ているにす ぎない。」「……いまだかつて地方に文学の興隆を見たことがない。
そ して将来にそれを望むこともほとんど不可能にちかい……」「地方の文学人
はなんのために文学を創作 し,同人雑誌にたてこもり,あ るいは文学団体を結
成 してるのであろうか。地方文化のためにという旗 じるしはいちおう表看板 と
して受け入れるにしても,率直に言えば中央 ジャーナリズム(文 壇)へ の橋渡
し……,作 家 としての東京進出のための準備工作である……目指す桧舞台は東
京の文壇にあるので 決 して地方文化のためのものではな く,ただそれまでの
ジェスチャー として地方文化 なるものを借着 しているのにすぎまい。だからひ
とたび中央のジャーナリズムにむかえられると,それ までの地方文化の借着を
脱 ぎ捨てるのにやぶさかである筈がない。」14)
武田のこの論評は,日本の文学土壌 と,多喜二の行動の本質をいいあててい
る。
多喜二が上京す る時,庁 商時代の友人の石本氏 には,「君 に迷惑かけるとい
けないから,今後一切音信 しない ことにしよう」といって出ていった。
このころの多喜二について,伊 藤整 は書 く。
しかしそのころか ら弾圧が次第にきびしくなった左翼の文学運動の中で か
つて先輩だった小林多喜二が,高 商の交友会誌に書いていたすきまない克明な
作品か らす っか り作風 を変え 「蟹工船」「不在地主」などという荒々しい,
わざと現実を壊す ような小説に進んで行 くのをみて,自 分には,あ あいう道は
歩けない と観念 した。この時の散文か らの萎縮は たしかに政治に対する怖れ
でもあった。そして反面それは自分にあった拝情的な古い美の秩序への執着で
14)同,260-262ペー ジ 。
15)『伊 藤 整 全 集 』 第23巻222ペ ー ジ 。
ヱ4商 学 討 究 第52巻 第1号
もあった。15)
多喜二の東京行 きについて,前田角蔵は 『虚構の中のアイデンティティ』(法
政大学出版会1989年)で言 う。
「しかしその故里小樽は,移住当初,多 喜二をたえず 「迫害する国」(……)
であ り,「砂漠の荒野」(……)で あった。小樽は多喜二にとって呪いの,憎 し
みの対象でさえあった。」 と,勝手なことを書 く。多喜二は小樽を愛 していた。
「そういう小樽 を,多喜二が胸をはって,「本当の故里」であると言えるよう
になったのは,小 樽がいかに自分を 「迫害」 し,屈辱 を与えたものであったと
しても,それが ともか くも革命にかかわる 〈自己〉を生みだしてくれた 「故里」
なのだという認識に達 したか らであった。」 と,思い付 きを言う。
こうして北海道人 としての多喜二は北海道 を離れることになる。伊藤整は,
北海道人について言 う。
私達(=北 海道人)の 最も大 きな弱点は,一 つの言葉,一 つの伝統の中に育
った人間の持つ帰納的な本能を持たず,あ らゆる郷土的観念を軽蔑することに
ある。或はむしろ本質的なやむをえない非 日本性にある。16)
北海道生まれの作家には,次のような人が,多喜二の同時代人として,いた。
岡田三郎(1890-1954),彼は小樽中学開校以来の秀才 といわれた。早稲 田大学
へ進み,雑 誌記者をし,渡仏する。反プロレタリア文学 を書いた。古平で少年
時代 を過ごした吉田一穂(い っすい,本 名,由 雄,1898-1973)は,象徴詩人
となった。島木健作(1903-1945)は,札幌生 まれだった。本名は朝倉菊雄で
ある。1924年,東北大専科 に入 り,退学 し,農民運動を行った。3・15で検挙
され,「生活の探求」,「続生活の探求」で有名になった。亀井勝一郎(1907-66)
は,函館生まれである。東大に進み,新 人会に入 り,退学 した。一時,プ ロレ
タリア作家同盟に入 り,その後転向するのだった。本庄睦夫(むつお,1905-39)
は,教 師だったが,免 職 させ られ,プ ロレタリア作家同盟 に参加 した。長編小
16)同,33ペ ー ジ 。
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説 「石狩川」で有名 になった。今野大力(1904-35)は,宮城県か ら一一afで旭
川へ移住 した。詩人となり,プロレタリア文化連盟に参加 し,検挙,拷問され,
それが もとで亡 くなった。それに,木 村不二男,小 田観蛍 らである。
6上
?
多喜二は,『戦旗』2月 号に,「救援ニュースNo.18付 録」を出した。 こ
れは 「誰かに宛てた手紙」の改作であ り,多喜二の名作の1つ である。
2月の段階で,「蟹工船」は1万5千 部売れた。札幌の維新堂 と富貴堂で3百,
小樽 で丸文に立て看板を出 して2,3日 中に百冊売れた。「不在地主」 は9千
部出ることになった。
多喜二は,1930年2月一杯は札幌に行っていた。2月25日に札幌か ら若月あ
てで,瀧 子に手紙を出した。若月は彼女の義父の姓である。
その後,遠 方か ら同志が家に泊まっていた。そして札幌の刑事がうるさく多
喜二のことを聞いている らしいので,家 の整理 をしながらも落ち着かなかっ
た。それで東京行 きを延 ばした。3月4日 夜 も刑事が来ていた。警察は,昭和
5年中は一斉検挙主義 をとった。昭和5年 以降,日常検挙主義に移行 した。1930
年に,『北方文芸』弾圧事件が起 きた。
昭和5年 春,多 喜二は島田の家へ1晩 泊 まった。17)
多喜二は,上 京するので,小 樽ナ ップの 『戦旗』の配布を上 さんに代わって
もらった。このとき 『戦旗』を45部配布 していた。
多喜二は,1930年3月末に上京 した。滝子 は多喜二を追って4月10日ころ上
京 した。「1930年3月末,多 喜=二は小樽か ら上京 した。そして田口の上京を待
ちなが ら,ひ とまず,中 野区上町の斉藤次郎の下宿におちついた。」18)斉藤は
庁商同期生である。彼は,1927年に上京 し,北海道銀行東京支店に勤務 してい
17)『北 方 文 芸 』1968年3月 号 。
18)手塚,下,31ペ ー ジ。
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た。
滝子は,「4月10日ころ上京 した。多喜二は斉藤の下宿にちかい同 じ上町で
部屋 を借 りて,田 口とともに暮 らした。田口は5月1日 か ら代々木整容学院に
入学 を予定 していた。そこは普通科3カ 月,研 究科1カ 月の洋髪専門の学校で
あった。」19)
大正12年,山野千枝子が丸ビル美容院を開いた。そういう時代であった。 タ
キ子はこうして三週間ほど多喜二 と一緒に暮 したのである。
伊藤整は書 く。()内 は,筆 者の補いである。
「この二作(「三 ・一五」 と 「蟹工船」)によって彼(小 林多喜二)は ,プ ロ
レタリア文学の流派で最 も高 く評価 される新作家になった。昭和初年はプロレ
タリア文学が最 も高潮 していた時である。大正期以来の日本文学は この新 し
い流派に取って替わられるという趣す らあった。当時この派には,葉 山嘉樹,
徳永直,武 田隣太郎,中 野重治,平 林たい子,窪 川いね子 というような有力な
新人がいたが,そ のなかでも作家 として最 も才能ある一人 と見 られていた。
だか ら,彼が昭和五年に上京すると,間 もなくその派の作家同盟の書記長に
押 された。その当時の彼の立ち場は大変困難なものであった。
プロレタリア文学の思想問題,絶 えず変化するその政治的立場,「文芸戦線」
派と 「戦旗」派の対立,創 作上の指導理論の争い,さ らにそのなかでの分裂と
抗争 とい う複雑な事情が 当時のプロレタリ文学のなかにあった。 しか も作家
たちは執筆のかたわら警察の目をくぐりなが ら政治運動を行なっていた。ずい
ぶん激 しい活動が 上京 して以後の小林に続いていたようである。20)
5月23日に,多喜二は,関 西での講演会で,逮 捕 された。大阪島の内署 に留
置され,ひ どい拷問を受けた。だが釈放 されて,6月 に帰京 した。
松 田解子は講演(1995年2月20日,小樽)で 言 う。
多喜二がは じめて東京に出てきてか ら,1930年,なお 日が浅かったころのこ
19)同,34ペ ー ジ。
20)『伊 藤 整 全 集 』24巻 昭 和51年,306-7ペー ジ。
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とだった。多喜二を中心とする小集会,歓 迎会が,春 ころ,新宿 ・白十字 とい
う喫茶店で,コ ーヒーとケーキで行われた。20人くらい,あ るいは一四,五 人
が集まった。江口漢 ・作家同盟委員長,鹿 地亘,森 山啓,な どが集まった。松
田解子 も参加 した。プロレタリア作家同盟主宰だった。
終って帰 りに,新 宿駅西口へ,ま たは 「東口のガー ド下へ」向かって歩いて
いた。多喜二は紺かす りの単衣=ひ とえに兵児帯=へ こおびであった。当時,
男性の,ま たは作家同盟の人の服装は,か す りに,へ こおび,下 駄だった。歌
舞伎町方面からチ ンドン屋が,か ね太鼓を鳴 らしてやってきた。松田の前を歩
いていた多喜二が 「あっ」 と叫びをあげ,チ ン ドン屋の音はどこかというよう
に,あ の,目 をぎょうつかせてまわ りを見まわ した。 「こっちだよ」 というよ
うに その ときチ ンドン屋の音が歌舞伎町方向に一段高 くなっった。多喜二は
も早や立ちどまり,体 をね じるようにして一刻飽かずみつめた。多喜二だけが
たちどまってチン ドン屋 に目を注いで観察した。 まじめな目で,熱 心に凝視 し
た。そのまじめな横顔を松田は見ていた。一緒に歩いていた誰 もが驚きを見せ
ず,た だその多喜二にほほ笑んでいた中に 鹿地亘がいた。そ して多喜二はま
た歩 き出 した。21)誰一人チンドン屋などに驚 く者がいなかったのに。
多喜二家の墓 は昭和5年6月2日 に建てられた。多喜二が建てたのである。
彼は一度,小 樽 に戻った。
「亡 き父の年忌をやるか らす ぐ帰郷せ よといふ母からの電報を受けとった翌
日,彼[多 喜二]は 大阪で検挙 され,刑 務所 に送 られてしまった。獄中でその
ことをひどく苦 にしてゐて,保 釈で出ると,す ぐ父の墓参 りをした。が,彼 は
父の墓前につ くやいなや,石 塔の横 に立てられてあつた卒塔婆を引き抜き,二
つにヘシ折って田の中に投げ捨ててしまった。それを見たお母さんは,
21)松田解子 『回想の森』新 日本出版社1979年,184ペー ジ。
;松田解子1995年2月20日 小樽講演。
松 田解子は,1905年,秋田県に生まれた。1926年春に上京 した。三 ・一五事件 で
検挙 される。1929年1月,日本プロレタリア作家同盟 に加盟 し,1930年か ら活躍
する。
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「お前1お 前,ど うしてそんなことを……」
といつてワッと泣 き崩れてしまった。
「お母 さん,こ の卒塔婆に僕の名が書いてあるが,僕 はこれをあげた覚えが
ないのだ。マルクス主義者は宗教を信 じない。僕の意志に反 してこんなことを
されては 僕の父 に対する気持 をかへ ってメチ ャメチ ャにしてしまふちゃあ り
ませんか」 と,彼 は涙にむせんでゐる母の肩をさすった。22)
伊藤整は書 く。多分昭和7年 頃,新 宿駅のプラットフォオムで私は小林多喜
二に最後に逢った。彼は蒼白く痩せ衰えて病人のように見えた。大阪で半月(半
年だったかもしれない)ば か りクライコンで参ってしまったよ,と言った。そ
してそれに続いて,私 に,君 はこの頃まるで世界中の文学に通 じているような
ことを書いているじゃないか,と 言った。23)
このことは,昭 和5年 のことだろうと,考 えられる。それに,文 中の大阪だ
とした ら。半月である。
6月24日,多喜二は東京でまた検挙された。警察をたらいまわしされ,8月,
豊多摩刑務所 に収容 された。治安維持法違反であった。
多喜二はこうして戦旗社のシンパ事件で未決に入った。友人の島田正策があ
まり多喜二に手紙を出さないので,多 喜二は手紙の催促をしながら,獄 中の様
子 を書いて寄越 した。その中で 「秋深 く隣iは何をする人ぞ」 という句が書いて
あった。そして獄中では大変勉強がで きて良いから,島 田が買った世界名作大
観の 「高慢 と偏見」だとか,そ の他チェホフのものなど二,三 の本を送るよう
に云ってきた。
昭和5年 に,多 喜二は親友の寺田行雄 にある手紙 を書いた。11月4日付けで
ある。これは 『全集』 に出ている。安田昭三氏によれば,三銭切手が貼 られ,
縦12.5cm,横27.3cmである。実物は寺田さんご遺族が所有 してお られる。こ
れを詳 しく見た安田氏 によると,東京市外野方町(現,杉並区)新井336であ り,
22)『人 物 評 論 』 昭 和8年4月,45ペ ー ジ 。
23)『伊 藤 整 全 集 』23巻 昭 和51年,270ペ ー ジ 。
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豊多摩刑務所の住所である。そ して野方局11月16日消印であった。つまり12日
後に出されているのであり,刑務所が検閲 し,許可を与えたために,そ んなに
遅 くなったのである。
多分昭和5年 の終わりごろか,6年 のは じめだった。(6年の初めだろう
引用者)上 野の市政会館で 『戦旗』防衛の文芸講演会があった。例によっても
の ものしい警戒で,入 場者は一々入口で身体検査 をされた。会場はあふれるよ
うな聴衆だった。 とにか く演壇 に出る人出る人 かたっぱしか ら中止で,満 足
にしゃべれる人はほとんどなかった。やがて何人目かに小林多喜二が演壇 に立
った。そしてしばらく会場 を見 まわしていたが,何 と思ったか彼はポケットか
ら小 さく折 りたたんだ一枚の新聞をとり出 して読みはじめた。すると臨監がい
きなり立 ち上がって 「中止 ッ」 と叫んだ。小林は 「あ,こ れは今日の朝 日新聞
です よ」 といったら,臨監が 「検束 ッ」といったので,同 時に三,四 人の私服
が演壇にとび上って,小 林 を演壇からひきず りおろ した。そして会は解散 にな
った。(渡辺順三)
7タ キ
昭和6年1月,多 喜二はタキに結婚の同意をもとめた。弟 ・宮野駿は書 く。
「東京 中野の同棲時代などを経て 昭和六年三月,多 喜二から結婚の申し込
みがあったにもかかわ らず,タキはその申し込みを断わっていて,……」24)と。
タキは結婚 を断わった。この時点の心境を弟 に語 る時,「どうしても従いて
いけなかったものね。天皇はだめだっていうんだし」 とタキは言った。
大宅壮一は,「タキさんは,結 局,多 喜二の共産主義に従いていけなかった
んだよ」 と はっきり言っていた と,夏堀正元は,駿 あて手紙で言った。これ
に対 して瀧は,も ちろん反論す る。 タキは1949年2月3日の弟あて手紙で書
24)宮野 「哀 し き ル ー ツ探 し」(『月 刊 お た る 』1992年10月,平成4年10月 号,通 巻340
号)20ペ ー ジ。
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く。 「私は共産主義がいいか悪いかなど研究す る暇 もなかったし 又する必要
もあ りませんでした。小林 を絶対信頼 して居たので,小 林のような人が悪いこ
とをする筈がない と信 じてお りましたか ら。」
一方,タ キの弟あて手紙で,こ ういう文句があった。
「小林は,タキちゃんは余 りにも苦労 したから,自分の仕事には誘わない と
申してお りましたが,一 番最後にお会い したとき,自分のやっている仕事やっ
てみないか と,後 にも先にもこれ一度だけ言われました」。最後 というのはい
つだったか書いてはいない。
タキは,多 喜二か らの結婚 を拒否した理由をこう書いている。「私は小林に
ふ さわしくない女だ。お別れ しなければ と思ったのです。そして決心 して小林
の家を出た訳なんですが,本 当に心の底か ら小林 を愛 していたもので,決 心は
したものの,はっきりお別れが出来ずに,東京 まで行 くことになるのです。」1956
年8月13日の タキの弟あて手紙では,「私は全身全霊 をもって小林 を愛 しまし
たが,結 婚の決心がつかなかったのは,私 のために小林の名を汚 した くなかっ
たか らです。本当に愛 したら,そ の人のためを思うのは当り前で しょう。」25)
田ロの家のものは,姉 が多喜二に救われたと思い,い まもなおそのことを感
謝 している。(小笠原)
8情 勢 な ど
1931(昭和6)年9月18日,満 州事変が起こされた。柳条溝で,中 国軍でな
く関東軍が満鉄路線を爆破 した。これは満州支配を狙ったものであった。満州
は,張学良が支配していた。計画をたてたのは石原莞爾である。
小林多喜二は,1931年1月22日,豊多摩刑務所 を保釈出獄 した。2月上旬,「オ
ルグ」 を起稿 した。3月 に,タ キとの結婚を断念 した。
多喜二は,1931(昭和6)年3月 か ら4月,丹沢ふもとの七沢温泉の旅館 「福
25)宮野駿 「田ロタキ」(『北方文芸』171号)
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元館」に逗留 して執筆 していた。多喜二が 「七沢の蟹」 というペ ンネームで友
人に手紙 を出 していた。多喜二が逗留 した離れは,大 正8年 に有名な大工さん
が釘一本使わないで建 てた三畳,六 畳,八 畳の一軒家で,多 喜二が使った手火
鉢,行 火,茶 箪笥,丹 前 も当時のままである。26)4月6日,「オルグ」を完成
した。
7月8日,作 家同盟書記長になった。7月 末,馬 橋 に家を借 り,母,弟 と住
んだ。8月 に,「安子」を起稿 した。
そのころ落合のナップの事務所で夜ある会合があった。当時書記長だった小
林が議長で,よ く透 る声で議事 を進めていた。そのうちガタピシする玄関の戸
をの しあけて,人 の入ってくる気配が した。それが誰であるかは,す ぐ皆の胸
にピンと来た。そして顔 を見合わせて微笑 しあった。議長の小林は そのとき
大きな声で,隣 室 まで来た二人らしい足音 に向かっていった。
「いま はいってきたのは誰ですか」
すると向こうでは 小 さな声で 「戸塚です」といった。小林はすかさず
「戸塚 という同盟員はいないはずだが,戸塚何 という名かね」ときびしい声
で詰問 しなが ら,皆の顔を見 まわ して,い かにもいたず ら児 らしく,ち ょっと
舌を出して,首 をす くめて見せた。みなはクスクス笑いなが ら 向こうの返事
を待った。隣i室か らは
「戸塚署のものです」と小 さな声でいった。小林はそのとき
「ハハ………」 と声 を出して笑いながら
「ア,戸塚署ですか。ではそちらにいて下さい」 といって,も う一度舌 をペ
ロリと出しなが ら首 をす くめて,皆 の顔 を見まわしたが,す ぐ真面 目な態度に
かえって,ド ンドン議事をすすめていった。
渡辺順三は書 く。
一度ナップの会合で,ま だ出席者が全部揃うまでのあいだに,小 林は渡辺に
「このごろのプロ短歌 は面白 くないね。あれは短歌 じゃないよ。やっぱ り啄木
26)『新かながわ』新かながわ社 第1664号。岸部弘氏提供。
22 商 学 討 究 第52巻第1号
の歌はいいな」 といった。
彼は小柄で肥ってはいなかったが,健 康 らしくひきしまって,い かにも敏捷
らしい姿だった。27)
当時,下 落合にあったナップの事務所で会合が開かれた。
このナ ップの会合で,渡 辺は,民 主的な討議のや り方などを は じめて見て
お どろいた。まず議長を選び,議 事を整理 し,議題の説明,質 問,意 見 という
ようなや り方は,渡 辺にははじめての経験であった。何よ りも渡辺をおどろか
したことは,こ こでは年長者とか先輩 とか,社 会的に有名であるとかいうこと
は,全然問題ではないことだった。 どんなに偉いと思っている人の意見でも,
それが少 しで も問違っていれば,痛 烈にその場で批判される。どんな無名な年
の若い人の意見でも,そ れが客観的に正 しければ 皆か ら支持され,採 用 され
る。
ナ ップは,若い労働者や学生のあいだにずい分魅力のある名だった らしい。28)
そのころまた 『戦旗』の人気は素晴 らしかった。それが店頭に出るころにな
ると,渡辺なども毎 日のように本屋に足をはこんだ。出るのを待 ってす ぐ買わ
ないと,な かなか手 に入 らない。朝,店 頭 にうず高 く積んであって も,夕方に
はもう売 り切れて しまうという有様だった。それにたいてい発禁になって,す
ぐ店頭から姿を消 してしまうのである。その月の 『戦旗』を手に入れたという
ことが,そ のころの誇 りであった。29)
多喜二の小説のファンは,当 時 どんなことをしても彼の小説を読 もうとし
た。(松田)
27)渡辺 順 三,120-121ペー ジ 。
28)同,118ペ ー ジ 。
29)同,119ペ ー ジ。
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9大 月 源 二
大月源二は,1931年,多喜二の初めての連載新聞小説 「新女性気質」(『都新
聞』)で,挿絵をかいた。多喜二の強い推薦であった。都新聞文化部長上泉秀
信が大月にきめることを英断した。この小説だけは伏せ字がなかった。
大月は書 く。
「多喜二と私の呼吸はピッタリと合った。 しかしそれは決 して安穏な仕事で
はなかった。というのはナップの運動の革命化 と警察の弾圧の狂暴化 とは,し
だいに作者の創作のテンポを乱 し,つ いには明 日の小説の原稿 を今 日になって
入手し,時 には明 日の分の筋書 きだけを聞いて,さ しえを描 くという場合が多
くなった。ある日など ある講演会で講演 した多喜二が検束 されたので,新 聞
社の車が警察署にかけつけて かれを貰い下げ,社 の応接室で待 ってた私のと
ころへ連れてきて,か れの話す 「筋」にしたがって その場 で画稿にとりかか
る。あるときは私の方が,美 術同盟東京支部総会で議長をつ とめていたところ
を,臨 検の特高によって解散され,総 検束 ということになったが 私一人だけ
コッソリ抜け出 し,そのまま多喜二の家の近所に部屋 を借 りて臨時のア トリエ
にして さしえを続 けた。」(「多喜二 と私」)
「はじめのうちは多喜二も慎重 にいろいろ私に注文を出 したが,し ばらく続
けるうちに 「もう何 も言うことはないよ」 といいだす」 までになっていた。
「小林多喜二の小説 には特徴があって,それは誰 もがすっと入ってゆける読
み物風 といってよく,イ メージの輪郭がはっきりしていて しかも展開がはや
い。無声映画 を見 ているような,人 をわ くわ くさせ る軽快感 にあふれてい
る。」30)だが多喜二は,東 京に出てから,小説の文章の書 き換 えの機会がな く
なった。
小説の舞台が北海道の石狩平野,と ある農村 と小樽の街であったことか ら
小林多喜二は挿絵画家 として同郷の大月源二を強 く推薦したのだろう。そのね
30)金倉義慧 『画家 大月源二』創風社2000年,66ページ。
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らいは見事に的中したのだった。31)
小説の舞台の一つ 「砂田村」 は,琴坂 によれば,北 村である。多喜二はこの
小説を前編だけで打ち切った。そ して後に 「安子」 と変えられた。
大月はいう。「『新女性気質』 という題がいつ,ど うして 『安子』 と変えられ
たのか,ま だ私には解 らないでいるし,原題の方がはるかに良いのではないか
と,今 でも私は思っている。」(「多喜二と私)
大月源二が1931年に出品 した 「プロレタリア青年」 を,東 京で見た多喜二
は,こ の 『プロレタリア青年』は,構 成が散慢で欠点があると どこかで書い
ている。32)
伊藤整は,多 喜二 と大月に,知 人の開いていた阿佐 ヶ谷のある喫茶店で逢っ
た時は驚いた。伊藤整は書 く。
伊藤は昭和3年 から上京 していたが,伊 藤の父の病気で北海道へかえり,そ
の死の次の年に,昭和5年 ごろ,偶 然,私 は阿佐谷[高 円寺 としていることも
ある]の 喫茶店へ行 った。i整は,あ る女性 に何 とな く逢いた くなって そこへ
行ったのだった。……その店に行 くと,そ こに小林多喜二 と画家大月源二が座
っていた。大月源二は,小 樽中学で私の一年上級生であった。彼は美術学校に
入 り,その頃左傾 して,雑 誌 『戦旗』の表紙や多喜二の小説の挿絵 を描いてい
た。極めて二人は親 しかった ようである。そこで私は多喜二 と文学論のような
ことをした……その時の多喜二 との話を忘れて しまった……私は,そ の時そこ
で聞いた レコオ ドにすっか り心を奪 われていたか らである。その喫茶店では当
時流行 しだしたばかりの 「酒は涙か溜息か」33)というレコオ ドをかけていて,
それが極めて強 く私に印象された。……私がその時,多 喜二 とした文学論を忘
れた理由は,こ のような歌謡……を書 く人間になって生きることはいいな,そ
31)金倉,65ページ。
32)風間 「小林多喜二 と私のこと」 『北方文芸』1982年12月。
その他,大 月 「多喜二 とのつ きあい」『文化評論』1968・1;大月 「多喜二 と私」
『北方文芸』1968・2;大月 「小林多喜二と私の こと」『北方文芸』1982;須山 「多
喜二 と源二」 『文化評論』1971・6。
33)タカハシ ・キクタロウ作。
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うなろうかな…… と痛切 に考えていたからである。
彼[多 喜二]は なかなか元気で,そ の日色々なことを話 した。文学論めいた
こともいい,自 信に満ちていた。34)
多喜二は,9月,「転形期の人々」を起稿 した。10月に,共産党に入党 した。
10月末,「安子」を完成 した。11月に,志 賀直哉 を訪問 した。
10志 賀直哉訪問
志賀直哉は,生 涯三度の長い執筆休止期間があ り,2回 目が,昭 和4年 から
足かけ5年 にわたる。昭和の初め,世 間がプロレタリア文学全盛の様相を呈 し
始めた時代である。マルクス主義者でなければ原稿の注文なぞ来ないという噂
す ら 一部文筆家の間で爺かれた。奈良に住んでいた志賀直哉なので,東 京 と
はちがい,政 治的騒音があまり大 きく響いて来なかったといって も,や はりず
いぶん色々な初めての来訪者があったらしい。文学青年,学 生,労 働運動の闘
士,水 平社員,プ ロレタリア作家,そ の連中が銘々自分の考えを押 し付 けよう
と思ってやって来た。知人某の紹介で来宅 した二人の自称 「プロ」作家 など,
志賀が何か話す とす ぐ,それは間違っていると理屈で食ってかか り,その考え
方 はプチブル的だと批判 したそうである。志賀はしゃ くにもさわるし,馬鹿々々
しくて仕方がなかっただろう。
同 じプロレタリア作家で も,小林多喜二はよほど違っていた。多喜二は,直
哉が 「リズム」を読売新 聞に発表 して半年後の,昭 和6年6月,自 分の作品を
読んであなたの立場から忌たんのない批判を聞かせてほしいと手紙をよこし,
さらに5カ 月後の11月初め,奈 良上高畑の志賀家へ訪ねてきた。初対面だった
が,書 信の上での二人の接触はこれよりおよそ十年前に遡る。志賀一家が我孫
子住 まいの頃,北 海道か らのべつ,気 炎万丈の手紙 を送 りつけて来る文学青年
がいた。19世紀の末,北 欧の文学が世界 を風 びしたように,日本では北海道で
34)『伊 藤 整 全 集 』 第24巻,昭 和51年,307ペ ー ジ,お よ び 第23巻270ペ ー ジ 。
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育った自分が北海道か ら文壇へ売って出て日本文学を席捲す るのだと 書いて
きた。あまりの大気炎に,直 哉はこの文学青年の名前を覚 えこんでしまった。
それが当時小樽高商在学中の,ま だ二十歳にならぬ小林多喜二であった。
奈良へあらわれた多喜二は,数 えの29才,すでに一部で高 く評価 されている
新進作家だったが,十 年前 とちがい,怪 気炎を上げる様子 もなく,どちらか と
言えば,は にかみ屋の感 じのするお となしい人で,自 分の信条を相手に強制す
るような態度はちっとも見せなかった。昔凄い手紙をくれたのを覚えていると
話す と,真 っ赤になった。人柄 に志賀は好意を持ち,多 喜二はその晩志賀家に
泊めてもらう。
文学論は特にしなかった。それは,3カ 月前志賀が多喜二に書 き送った長い
手紙で,ほ ぼ意を尽 くしてあった。多喜二の手紙への8月7日 付けの返書であ
る。志賀 は,「蟹工船」や 「三 ・一五」を,よ く書けたいい作品と認めながら,
述べていた。
「オルグ」は私はそれ程に関心 しませんで した。「蟹工船」が中で一番念入っ
てよく書けてゐると思ひ,描 爲の生 き生 きと新 しい点感心 しました。
「三 ・一五」は一つの事件の色々な人の場合をよく集め,よ く書いてあると
思 ひました。
「私の気持ちか ら云えば,プ ロレタリア運動の意識の出て来る所が気 になり
ました。小説が主人持 ちである点好みません。プロレタリア運動にたずさはる
人として止むを得ぬ事のや うに思はれますが,作 品として不純になり,不純に
なるが為めに効果 も弱 くなると思ひました。大衆を教えると云ふ事が多少で も
目的になつてゐる所は芸術 として弱身になってゐるように思へます。 さういふ
所 は矢張 り一種の小児病のやうに思はれました。」
「プロレタリア芸術の理論は何 も知 りませんが,イ デオロギーを意識的に持
つ事は如何 なる意味でも弱 くな り,悪いと思ひます」
「主人持 ちの芸術 はどうしても希薄になると思ひます。……運動意識から独
立 したプロレタリア小説が本当のプロレタリア小説で,そ の方が結果からいっ
多喜二の拓銀解雇から上京まで 27
ても強い働 きをするやうに私は考へます。」
彼はそ う言いなが ら,
「作品に運動意識がない方がいい と云ふのは 私 は純粋 に作品本位でいった
事で 君が運動を離れて純粋に小説家 として生活 される事を望むといふや うな
老婆心か らではあ りません。」35)と結んでいる。直哉が よく分かっていること
を示す。
じかに対 し合 っている聞,其 の種の話はもう繰 り返 さなかった。多喜二の方
も,刑務所から出て問のない,特 高警察の監視下にある,保釈中の身分 とは思
えぬ暢気な口調で,色 々なことを話 した。かつて多喜二が収監 された時,志 賀
は差入れを考えたことがあるくらいで,こ の日も,何かもっともてなしてや り
たいと思ったらしいのだが,将棋 も麻雀 もしない,道楽は何もないと聞かされ,
あやめ池の遊園地へ遊びに行 くことになった。満6つ の息子直吉が一緒であっ
た。多喜二は,子 供の相手をつ とめなが ら,警察における拷問の様子を語って
聞かせた。「それ じゃあ,う ちの男の子が大 きくなる頃には,小 林君にはむや
みと来て もらはないようにしよう」
思想的影響でも受けてそんな目にあわされてはかなわないという含みで,志
賀が冗談をいうと,
「その時は,も っと来て,家 の中か きまわすか ら」
直吉の頭を撫でつつ多喜二がや り返 した。2人 の出会いは,結 局この時1回
だけに終わった。
これは実際は1931年11月の1日 または2日 のことであった。36)
35)「志 賀 直 哉 全 集 』(第12巻 岩 波 書 店1984年)に は,多 喜 二 あ て 手 紙 が 二 通 あ る 。
そ の 一一つ,1931年8月7日 手 紙 。339か ら342ペー ジ 。
36)阿 川 弘 之 「志 賀 直 哉 」36,(『図 書 』1990年5月)50-52ペ ー ジ 。
